
 

 

 

 

 

 

丹青社は、より良い社会交流空間づくりという本業を通して、 

「みんなが一緒に活き活き暮らせる社会」をめざした、 

ユニバーサルデザイン・ユニバーサルサービスの推進を提言していく。 

 

ハード、ソフト、そして心のユニバーサルデザインが揃って初めて、 

広範な利用者の立場に立った、最も望ましい空間が実現できると捉え、 

「人と環境にやさしい空間づくり」のサービスの質の向上や 

ユニバーサルデザインのコンセプトを含む「環境配慮設計」の 

ノウハウ蓄積と活用に努めていくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

空間的、物理的な側面に配慮する「ハードのユニバーサルデザイン」のほかに、 

効果的に、快適に目的を達するために配慮する「ソフトのユニバーサルデザイン」、 

そして、当社独自の発想である、もてなしの心、利用者の立場に立ったさまざまな配慮や意識、 

いうなれば、「心のユニバーサルデザイン」が存在する。 

 

「心のユニバーサルデザイン」は、 

ダイバシティ（多様性を受け入れる）の考え方にもつながるものとして、重要である。 
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